
2 0 1 8

4
No.673

P
U
B

LIC
 MAGAZINE G

IN
O
W

A
N

市 民 と 市 政 を む す ぶ

市報ぎのわん

www.city.ginowan.okinawa.jp/

平成 30 年 4 月

輝
く
未
来
に
向
か
っ
て
。

特集 1

平成 30 年度　施政方針

特集 2

市内中学校卒業式

【嘉数中・宜野湾中】

特集 3

中国厦門市留学報告会

嘉数中学校卒業式
公式 Facebook にて情報発信中！公式 Facebook にて情報発信中！公式 Facebook にて情報発信中！公式 Facebook にて情報発信中！公式 Facebook にて情報発信中！



第412回市議会定例会第412回市議会定例会

（要旨）（要旨）

平成30年度平成30年度

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る
自
治

会
に
対
し
て
は
、
自
治
会
加
入
促
進
の
取

組
み
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
宜
野
湾

市
自
治
会
育
成
補
助
金
を
交
付
し
、
自
治

会
運
営
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
自
治

会
長
会
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
宜
野
湾
・

中
城
地
区
宅
地
建
物
取
引
業
者
会
及
び
本

市
で
共
同
制
作
し
た
、
自
治
会
加
入
促
進

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
自
治
会
加
入

世
帯
数
の
増
加
に
取
組
み
ま
す
。

▼
「
男
女
共
同
参
画
の
推
進
」

　

「
第
３
次
宜
野
湾
市
男
女
共
同
参
画
計

画
〜
は
ご
ろ
も
ぷ
ら
ん
〜
」
に
基
づ
き
、
諸

施
策
を
進
め
ま
す
。

▼
「
国
際
・
国
内
交
流
の
推
進
」

　

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
在

住
外
国
人
に
対
す
る
情
報
発
信
や
来
庁
者

へ
の
通
訳
な
ど
、
日
本
人
も
外
国
人
も
共

に
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
友
好
都
市
で
あ
る
中
国
厦
門

市
の
厦
門
理
工
学
院
へ
の
留
学
生
派
遣
事

業
も
継
続
実
施
し
、
国
際
感
覚
豊
か
な
人

材
育
成
に
努
め
ま
す
。

▼
「
効
果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
」

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度(

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度)

に
よ
り
、
昨
年
11
月
か
ら
、
国
や

地
方
公
共
団
体
等
に
お
け
る
情
報
連
携
業

務
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
本
年
１

月
に
は
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
等
に
て
、
本
市
の
住
民
票
や
各
種
証
明

書
が
取
得
で
き
る
「
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
際
に
必
要
と
な
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
も
、
よ
り
一
層

の
普
及
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市

民
生
活
の
向
上
と
行
政
施
策
の
課
題
解
決

へ
の
取
組
み
を
実
行
し
て
い
く
た
め
に

も
、
民
間
活
力
の
導
入
な
ど
、
行
財
政
改
革

を
断
行
し
、
人
員
及
び
財
源
の
確
保
に
取

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

民
間
事
業
者
の
活
用
と
し
て
は
、
昨
年

４
月
よ
り
、
は
ご
ろ
も
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
及
び
大
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調

理
業
務
、
本
年
２
月
よ
り
、
公
立
保
育
所
の

調
理
等
業
務
の
民
間
委
託
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
国
や
県
か
ら
の
権
限
移
譲
を

は
じ
め
、
幼
保
一
元
化
に
向
け
た
取
組
み

な
ど
、
高
ま
る
行
政
需
要
へ
対
応
す
る
た

め
、
組
織
体
制
の
維
持
・
強
化
も
図
り
ま
す
。

　

新
た
な
財
源
確
保
策
と
し
て
宜
野
湾
市

立
野
球
場
に
本
市
初
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
を
導
入
し
ま
し
た
。
愛
称
を
「
ア
ト
ム

ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
宜
野
湾
」
と
決
定
し
、

本
年
２
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
取
組
む

ほ
か
、
市
の
保
有
す
る
資
産
を
有
効
活
用

す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
、
自
主
財
源

の
確
保
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
推
進
し

ま
す
。

　

今
年
度
は
専
門
的
知
見
を
有
す
る
外
部

の
視
点
を
取
り
入
れ
た
、
行
財
政
改
革
調

査
・
検
証
事
業
に
取
組
み
、
効
果
的
・
効
率

的
な
行
財
政
改
革
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

　

職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
人
事

評
価
制
度
を
公
正
か
つ
適
正
に
実
施
し
、

職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

基
本
目
標
２

健
康
で
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

▼
「
地
域
福
祉
の
推
進
」

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
「
チ
ュ
イ
シ
ー
ジ
ー
（
互
い
に
助
け
合

う
）
」
の
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
す
と
と

も
に
、
市
民
が
地
域
を
支
え
る
担
い
手
と

し
て
地
域
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

地
域
の
相
談
窓
口
で
あ
る
チ
ュ
イ
シ
ー

ジ
ー
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
に
努
め
、
支

え
合
い
活
動
の
内
容
充
実
に
取
組
み
ま
す
。

▼
「
子
育
て
支
援
・
子
育
て
環
境
の
充
実
」

　

す
べ
て
の
子
ど
も
に
良
質
な
育
成
環
境

を
保
障
し
、
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
待

機
児
童
対
策
に
つ
い
て
は
、
認
可
保
育
園

の
創
設
等
を
行
い
、
待
機
児
童
解
消
に
努

め
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
及
び
潜
在
保
育

士
へ
の
情
報
提
供
等
に
よ
る
保
育
人
材
確

保
に
も
取
組
み
ま
す
。
ま
た
、
認
可
外
保
育

施
設
の
支
援
に
つ
い
て
も
、
入
所
児
童
の

処
遇
改
善
を
図
り
ま
す
。

児
童
の
健
全
育
成
に
向
け
た
取
組
み
と
し

て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
者
負
担

軽
減
事
業
に
つ
い
て
、
今
年
度
よ
り
対
象

者
の
範
囲
及
び
補
助
金
額
を
拡
充
し
ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
通
院
医
療
費
は
小
学
校
６
年
生
ま
で
、

入
院
医
療
費
は
中
学
校
卒
業
ま
で
を
対
象

と
し
て
助
成
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄

県
の
制
度
改
正
を
受
け
、
本
年
10

月
よ
り

０
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
を
対
象
と
し
て
現

物
給
付
方
式
を
導
入
し
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
向
上
と
安
定

に
向
け
、
就
労
支
援
や
生
活
支
援
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
学
習
支
援
等
を
実
施
し
ま
す
。

▼
「
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
の
防
止
と
被
害
者
支

援
の
強
化
」

　

第
４
１
２
回
宜
野
湾
市
議
会
の
開
会
に

臨
み
、
今
年
度
の
宜
野
湾
市
一
般
会
計
予

算
を
は
じ
め
、
各
特
別
会
計
予
算
及
び
関

係
議
案
の
ご
審
議
を
お
願
い
す
る
に
当
た

り
、
第
四
次
宜
野
湾
市
総
合
計
画
基
本
構

想
に
掲
げ
て
い
る
６
つ
の
基
本
目
標
に
沿

い
、
各
施
策
を
申
し
述
べ
、
議
員
各
位
並
び

に
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
わ
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

基
本
目
標
１

市
民
と
行
政
が
協
働
す
る
ま
ち

▼
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
開
か
れ
た
行

政
の
推
進
」

　

「
宜
野
湾
市
市
民
協
働
推
進
基
本
指
針
」

及
び
「
宜
野
湾
市
市
民
協
働
推
進
実
施
計

画
」
に
基
づ
き
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向

け
、
多
様
な
主
体
が
連
携
・
協
働
し
、
担
い

手
の
育
成
や
話
し
合
い
の
場
づ
く
り
を
進

め
、
住
民
自
治
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
促

進
し
ま
す
。
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児
童
虐
待
等
の
予
防
及
び
対
応
と
し

て
、
乳
幼
児
健
診
等
の
各
種
母
子
保
健
事

業
や
、
宜
野
湾
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
虐
待
の
早
期
発
見
と
被
害
児
童

及
び
加
害
者
へ
の
適
切
な
対
応
に
努
め
ま

す
。
Ｄ
Ｖ
の
防
止
と
被
害
者
支
援
の
強
化

に
関
し
て
は
、
Ｄ
Ｖ
の
な
い
安
心
な
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
被
害
者
の

精
神
的
な
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
、
被
害
者
の
自

立
を
支
援
し
ま
す
。

▼
「
障
が
い
者
（
児
）
福
祉
の
充
実
」

　

障
が
い
者
の
自
立
に
向
け
た
就
労
支
援

や
、
障
が
い
児
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
早
期
支
援
を
行
い
ま

す
。
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
医
療
費
助
成

給
付
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
８
月
診
療

分
か
ら
自
動
償
還
払
い
方
式
を
導
入
し
ま
す
。

▼
「
高
齢
者
介
護
・
福
祉
の
充
実
」

　

「
第
７
期
宜
野
湾
市
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、

そ
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
チ
ュ
イ
シ
ー

ジ
ー
の
心
で
支
え
あ
う　

高
齢
者
が
笑
顔

で
住
み
続
け
る
ま
ち　

ぎ
の
わ
ん
」
を
推

進
し
ま
す
。
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
確
保
を
図
る
た
め
、
利
用
者
に

適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
体

制
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
早
期
診
断
・

早
期
対
応
で
き
る
よ
う
各
事
業
の
充
実
及

び
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普

及
・
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。
高
齢
者
の
健

康
・
安
心
を
築
く
た
め
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
等
と
連
携
し
、
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

宜
野
湾
市
シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
を

継
続
実
施
し
ま
す
。
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
取
組
み
ま
す
。

▼
「
生
活
困
窮
者
世
帯
へ
の
支
援
・
労
働
福

祉
の
推
進
」

　

低
所
得
者
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た

め
、
包
括
的
な
相
談
支
援
の
充
実
に
努
め

ま
す
。
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、

生
活
保
護
世
帯
や
困
窮
世
帯
の
高
校
進
学

率
向
上
を
目
指
し
、
子
ど
も
の
学
習
支
援

事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
子
ど
も
の

居
場
所
」
の
拡
充
に
も
努
め
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
事
業
を
効
果
的
に
推

進
す
る
た
め
、
子
ど
も
の
生
活
実
態
調
査

を
実
施
し
、
中
長
期
的
な
子
ど
も
の
支
援

対
策
計
画
の
策
定
に
取
組
み
ま
す
。

▼
「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」

　

生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
支
援
す

る
た
め
、
各
種
健
康
教
室
の
充
実
を
図
り
、

疾
病
予
防
対
策
と
し
て
特
定
健
診
を
は
じ

め
、
各
種
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た

真
栄
原
地
区
の
モ
デ
ル
地
区
活
動
の
継
続

と
、
受
診
率
の
高
い
自
治
会
や
受
診
者
数

の
増
加
が
あ
っ
た
自
治
会
へ
の
報
奨
金
の

授
与
な
ど
、
特
定
健
診
受
診
率
の
向
上
に

取
組
み
ま
す
。
今
年
度
よ
り
、
特
定
健
診
の

結
果
を
活
用
し
た
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化

予
防
事
業
を
実
施
し
、
医
療
費
の
抑
制
に

取
組
み
ま
す
。

　

子
ど
も
の
健
康
管
理
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
極
め
て
感
染
力
の
高
い
お
た
ふ
く

か
ぜ
の
予
防
接
種
費
用
を
、
１
歳
児
を
対

象
に
継
続
し
て
全
額
助
成
す
る
ほ
か
、
小

児
の
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
接
種
も

実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
に
お
け
る
母
子
保
健
や
育
児
に
関
す

る
相
談
支
援
等
を
実
施
し
、
切
れ
目
の
な

い
支
援
に
取
組
み
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
か
ら
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任

主
体
と
な
り
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
は
、
保

険
給
付
、
賦
課
・
収
納
な
ど
の
業
務
を
継
続

し
ま
す
。

基
本
目
標
３

文
化
を
育
み
、
心
豊
か
な
人
を
育
て
る
ま
ち

▼
「
未
来
を
担
う
人
間
力
の
育
成
」

　

幼

児

教

育

の
充
実
を
図
り
、
保
育
所

（
園
）
、
幼
稚
園
及
び
小
学
校
の
連
携
体
制

を
構
築
し
、
小
学
校
教
育
へ
の
円
滑
な
接

続
を
図
り
ま
す
。

小
中
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、「
宜
野
湾
市

教
育
振
興
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
よ
り
一

層
の
学
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
、

小
学
校
及
び
中
学
校
へ
特
別
支
援
教
育
支

援
員
を
派
遣
し
、
支
援
を
必
要
と
す
る
幼

児
・
児
童
・
生
徒
に
適
切
な
指
導
や
支
援
を

行
い
ま
す
。

　

国
際
化
に
対
応
で
き
る
外
国
語
教
育
の

充
実
を
図
る
た
め
、
小
学
校
英
語
教
育
課

程
特
例
校
事
業
や
、
中
学
生
を
対
象
に
英

語
検
定
料
の
半
額
助
成
を
継
続
実
施
し
ま

す
。
加
え
て
将
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
で

海
外
で
も
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

た
め
、
宜
野
湾
市
中
学
校
短
期
海
外
留
学

派
遣
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
身
体(
か
ら
だ)

の

育
成
の
た
め
、
道
徳
教
育
及
び
人
権
教
育

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
会
・
生

徒
会
活
動
を
通
し
て
学
校
生
活
の
向
上
と

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
不
登
校
問
題
の

改
善
に
努
め
ま
す
。
い
じ
め
問
題
に
関
し

て
は
「
宜
野
湾
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
・
早
期
発

見
に
努
め
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学

校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
学
校
と
地
域
、
家

庭
が
連
携
・
協
働
す
る
組
織
体
制
の
確
立

に
努
め
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
安
全
・
安
心
な
給
食
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
学
校
給
食
を
通
し
て
正
し
い
食

生
活
へ
の
理
解
と
、
望
ま
し
い
食
習
慣
を

つ
く
る
食
育
の
指
導
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
小
学
校
給

食
費
助
成
事
業
を
実
施
し
、
保
護
者
の
負

担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

▼
「
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進
」

　

学
校
、
保
護
者
及
び
地
域
住
民
が
一
体

と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
を
育
む
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
を
設
置
し
ま
す
。
今
年

度
は
、
は
ご
ろ
も
小
学
校
、
宜
野
湾
中
学
校

を
モ
デ
ル
校
に
指
定
し
、
順
次
全
小
中
学

校
へ
の
導
入
を
進
め
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
の
工
事
完
成
に
向
け
、
志
真
志
小
学
校

校
舎
増
改
築
事
業
に
取
組
み
、
大
謝
名
小

学
校
屋
内
運
動
場
・
水
泳
プ
ー
ル
増
改
築

事
業
も
、
今
年
度
よ
り
基
本
設
計
及
び
実

施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
真
志
喜
中

学
校
及
び
普
天
間
中
学
校
の
屋
外
教
育
環

境
整
備
事
業
や
、
普
天
間
中
学
校
防
音
機

能
復
旧
事
業
及
び
大
規
模
改
造
事
業
な
ど

機
能
的
で
質
の
高
い
学
校
施
設
環
境
整
備

に
取
組
み
ま
す
。
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特
性
を
活
か
し
た
開
発
に
向
け
検
討
作
業

を
進
め
ま
す
。

　

本
市
で
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
て
い

る
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
キ
ャ

ン
プ
を
積
極
的
に
支
援
し
、
念
願
の
日
本

シ
リ
ー
ズ
優
勝
が
果
た
せ
る
よ
う
取
組
み

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
の
振
興
に
も
取
組
み
、
観
光
客
の

増
大
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

積
極
的
に
行
い
ま
す
。

▼
「
地
域
商
店
街
の
活
性
化
」

　

地
域
の
事
業
者
が
連
携
し
、
ま
ち
の
魅

力
と
賑
わ
い
の
創
出
に
つ
な
が
る
商
店
街

活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
、
地
元
消
費
の

拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。
空
き
店
舗
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
商

工
会
と
連
携
し
、
専
門
的
か
つ
効
果
的
な

経
営
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
「
商
工
業
・
情
報
通
信
産
業
の
振
興
」

　

地
元
商
工
業
者
が
抱
え
る
課
題
や
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
宜
野
湾
市
小
口
資

金
融
資
制
度
等
に
よ
る
資
金
調
達
の
円
滑

化
、
市
内
事
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
等

に
取
組
み
ま
す
。
ま
た
新
た
な
情
報
通
信

産
業
等
振
興
施
設
整
備
の
事
業
手
法
も
検

討
し
ま
す
。

▼

「
企
業
立
地
と
多
様
な
働
き
方
に
よ
る

就
労
の
促
進
」

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
誠
園
跡
地
の

活
用
を
図
る
た
め
、
具
体
的
な
検
討
を
行

い
ま
す
。
本
市
は
「
情
報
通
信
産
業
振
興
地

域
」
等
の
地
域
指
定
を
受
け
て
お
り
、
各
地

域
制
度
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
に
取
組
み

ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
仕
事
と
家
庭

の
両
立
を
支
援
す
る
、
多
様
な
働
き
方
就

労
支
援
事
業
を
実
施
し
、
就
労
希
望
者
と

市
内
事
業
所
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促
進
し
ま

す
。
ま
た
、
地
域
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
企
業
、
学
校
、
保
護

者
等
が
連
携
し
、
未
来
を
担
う
優
秀
な
働

き
手
の
育
成
に
取
組
み
ま
す
。

▼
「
都
市
農
業
・
漁
業
の
振
興
」

　

都
市
農
地
の
有
効
活
用
及
び
市
街
地
形

成
に
お
け
る
農
業
と
の
共
存
に
資
す
る
よ

う
、
都
市
農
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
改
訂

版
「
宜
野
湾
市
大
山
田
い
も
栽
培
地
区
振

興
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
大
山
土
地
区
画

整
理
事
業
と
連
携
し
、
大
山
田
い
も
栽
培

農
地
の
適
切
な
保
全
を
図
り
ま
す
。

　

都
市
に
お
け
る
漁
業
の
振
興
を
図
る
た

め
、
浦
添
宜
野
湾
漁
業
協
同
組
合
へ
燃
料

費
の
補
填
支
援
を
行
い
ま
す
。

基
本
目
標
５

安
全
・
快
適
で
、
持
続
的
発
展
が
可
能
な
ま
ち

▼
「
防
災
及
び
救
急
・
消
防
体
制
の
強
化
」

　

西
海
岸
地
域
に
お
け
る
地
震
や
津
波
に

対
す
る
避
難
訓
練
の
実
施
、
備
蓄
食
糧
及

び
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
に
取

組
み
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、
昨
年
４

月
に
普
天
間
一
区
自
主
防
災
会
が
設
立
さ

れ
、
将
来
的
に
は
、
全
自
治
会
で
自
主
防
災

組
織
が
結
成
さ
れ
る
よ
う
、
組
織
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

　

救
急
・
消
防
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

災
害
時
に
防
災
拠
点
と
な
る
消
防
署
我
如

古
出
張
所
の
改
築
事
業
に
お
い
て
、
今
年

度
は
実
施
設
計
を
行
い
、
平
成
32

年
度
の
工

事
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
の
要

と
し
て
自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
協
力
支

援
、
応
急
手
当
の
普
及
指
導
及
び
イ
ベ
ン

ト
時
な
ど
の
警
戒
活
動
を
通
じ
、
指
導
的

役
割
を
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

火
災
予
防
に
つ
い
て
は
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
な
ど
住
宅
防
火
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

▼
「
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
強
化
」

　

学
校
や
自
治
会
、
警
察
等
と
連
携
し
、
横

断
歩
道
等
の
交
通
安
全
施
設
の
充
実
や
、

防
犯
協
力
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

▼
「
環
境
保
全
と
循
環
型
社
会
の
形
成
」

　

「
宜
野
湾
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
」
に
基
づ
き
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

を
な
お
一
層
推
進
し
、
家
庭
ご
み
の
収
集

に
つ
い
て
は
、
門
前
収
集
に
取
組
み
ま
す
。

　

「
宜
野
湾
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
（

区

域

施

策

編

）
」
及

び
「C

O
O
L

　

C
H
O
I
C
E

賛
同
宣
言
」
に
基
づ
き
、
省
エ
ネ

設
備
等
設
置
の
推
進
や
環
境
教
育
講
習
会

を
実
施
し
、
環
境
保
全
の
意
識
啓
発
に
取

組
み
ま
す
。

▼
「
公
害
・
環
境
衛
生
対
策
の
推
進
」

　

倉
浜
衛
生
施
設
組
合
の
し
尿
処
理
施
設

整
備
事
業
に
取
組
み
、
生
活
排
水
対
策
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

▼
「
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
」

　

健
全
な
市
街
地
の
整
備
と
生
活
環
境
の

改
善
に
向
け
、
宇
地
泊
第
二
土
地
区
画
整

理
事
業
及
び
佐
真
下
第
二
土
地
区
画
整
理

事
業
に
取
組
み
ま
す
。

　

普
天
間
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業

に
つ
い
て
、
普
天
間
地
区
は
、
門
前
広
場
の

整
備
へ
向
け
た
建
物
補
償
等
に
取
組
み
、

交
流
施
設
の
基
本
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

▼
「
地
域
活
動
を
通
じ
た
学
び
の
充
実
と

文
化
の
継
承
」

　

市
民
図
書
館
に
お
い
て
は
、
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
や
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
に
努
め
る
ほ
か
、
様
々
な
企
画
展
や

催
し
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

文
化
財
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
文

化
財
を
紹
介
す
る
「
歴
史
・
文
化
遺
産
マ
ッ

プ
」
や
「
地
域
文
化
財
案
内
板
」
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　

市
立
博
物
館
に
お
い
て
は
、
地
域
文
化

の
理
解
に
つ
な
が
る
企
画
展
や
講
座
な
ど

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、「
宜
野
湾
市
史
」

第
８
巻
伊
佐
浜
の
土
地
闘
争
編
を
刊
行

し
、
歴
史
と
文
化
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

基
本
目
標
４

地
域
資
源
を
活
か
し
た
、
活
力
あ
る
ま
ち

▼
「
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
振
興
」

　

本
市
西
海
岸
地
域
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ

の
支
援
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
等
を

開
催
し
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
定
着

を
図
り
ま
す
。

　

特
産
品
、
市
産
品
の
普
及
促
進
に
つ
い

て
は
、
県
内
外
の
物
産
展
等
に
出
展
す
る

市
内
事
業
者
へ
出
展
料
の
助
成
を
行
い
、

特
産
品
等
の
Ｐ
Ｒ
及
び
販
路
拡
大
を
図
り

ま
す
。

▼
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
支
援
機
能
の
充
実
」

　

「
沖
縄
21

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
世
界
水
準
の
都

市
型
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト
・
リ
ゾ
ー
ト

地
の
形
成
」
を
目
指
し
、
国
及
び
沖
縄
県
の

協
力
連
携
の
も
と
、
西
海
岸
地
域
が
持
つ
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ま
た
、
真
栄
原
地
区
は
、
交
流
施
設
の
整
備

へ
向
け
た
建
物
補
償
等
を
開
始
し
、
同
施

設
と
併
せ
た
道
路
整
備
に
つ
い
て
、
検
討

を
進
め
ま
す
。

　

市
民
の
安
全
・
快
適
な
住
環
境
整
備
の

た
め
、
住
生
活
基
本
計
画
の
改
訂
並
び
に

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
既
存

市
営
住
宅
の
計
画
的
な
修
繕
や
、
改
繕
に

よ
る
長
寿
命
化
を
推
進
し
、
伊
利
原
市
営

住
宅
Ｅ
棟
改
修
工
事
の
実
施
に
向
け
た
準

備
を
進
め
ま
す
。

　

生
活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
空

き
家
等
に
関
す
る
方
針
を
示
す
た
め
、
空

家
等
対
策
計
画
策
定
事
業
に
取
組
み
ま
す
。

▼
「
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
」

　

市
道
宜
野
湾
11

号
の
平
成
31

年
度
中
の

供
用
開
始
に
向
け
、
地
権
者
等
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
進
め
ま
す
。
ま
た
、
中
原
進
入

路
に
つ
い
て
も
市
道
認
定
を
行
い
、
道
路

整
備
を
進
め
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区

跡
地
と
国
道
58

号
を
つ
な
ぐ
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
連

携
し
取
組
み
ま
す
。

　

市
道
我
如
古
21

号
、
嘉
数
１
号
及
び
伊

佐
１
号
の
整
備
事
業
並
び
に
都
市
計
画
道

路
の
３
・
４
・
71

号
普
天
間
線
道
路
整
備
事

業
も
実
施
し
、
供
用
中
の
道
路
や
橋
り
ょ

う
に
つ
い
て
は
、
快
適
な
道
路
環
境
の
持

続
的
な
提
供
の
た
め
、
橋
り
ょ
う
の
老
朽

化
対
策
や
、
大
山
７
丁
目
地
内
の
舗
装
改

良
な
ど
、
道
路
の
計
画
的
な
維
持
修
繕
に

努
め
ま
す
。

▼
「
上
・
下
水
道
の
整
備
」

　

今
年
度
よ
り
、
水
道
局
と
建
設
部
下
水

道
課
の
組
織
を
統
合
し
、「
宜
野
湾
市
上
下

水
道
局
」
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
直
接
関
わ
る
窓
口
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
、
水

の
循
環
に
関
わ
る
給
水
か
ら
排
水
ま
で
の

公
共
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
維
持
保
全
を
図

り
、
安
心
・
安
全
・
安
定
し
た
水
の
循
環
に

努
め
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
老

朽
管
路
に
お
け
る
耐
震
化
改
良
事
業
や
、

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区
跡

地
新
規
開
発
の
水
道
整
備
を
実
施
し
ま

す
。
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
資

産
の
調
査
「
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の

実
施
及
び
維
持
保
全
計
画
を
策
定
し
、
予

防
保
全
を
前
提
と
し
た
計
画
的
な
事
業
実

施
を
推
進
し
ま
す
。

▼
「
公
園
・
緑
地
及
び
墓
園
等
の
整
備
」

　

野
嵩
第
一
公
園
及
び
比
屋
良
川
公
園
の

整
備
を
進
め
、
風
景
づ
く
り
推
進
事
業
に

つ
い
て
は
、
市
民
等
と
協
働
し
、
宜
野
湾
ら

し
い
景
観
資
源
を
大
切
に
守
り
育
て
、
豊

か
で
潤
い
あ
る
風
景
づ
く
り
に
取
組
み
ま
す
。

　

墓
園
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、「
宜
野
湾

市
墓
地
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
キ
ャ
ン
プ

瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地
に
お
け

る
公
営
墓
地
整
備
事
業
に
取
組
み
ま
す
。

基
本
目
標
６

平
和
を
つ
な
ぎ
、
未
来
へ
発
展
す
る
ま
ち

▼
「
基
地
問
題
へ
の
対
応
」

　

ま
ち
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
普
天
間
飛
行

場
は
、
戦
後
70

年
以
上
も
の
長
期
間
、
航
空

機
事
故
の
危
険
性
や
騒
音
被
害
等
、
市
民

の
生
活
環
境
に
大
き
な
負
担
を
強
い
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
上
で
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

昨
年
12

月
に
発
生
し
た
普
天
間
第
二
小
学

校
へ
の
米
軍
ヘ
リ
「
窓
」
落
下
事
故
を
は
じ

め
、
頻
発
す
る
事
故
の
度
に
、
市
街
地
に
囲

ま
れ
た
普
天
間
飛
行
場
が
、
世
界
一
危
険

で
あ
り
、
一
刻
も
早
い
返
還
の
必
要
性
が

示
さ
れ
る
も
の
の
、
政
府
と
沖
縄
県
は
対

立
を
続
け
、
解
決
に
向
け
た
道
筋
は
依
然

と
し
て
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
固
定
化
は
絶
対
に
許
さ
な

い
と
い
う
市
民
の
総
意
の
も
と
、
国
・
県
の

み
な
ら
ず
、
米
政
府
に
対
し
て
も
私
自
ら

訪
米
に
よ
る
要
請
行
動
を
継
続
し
、
返
還

合
意
の
原
点
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
方
策
を
講
じ
、
宜
野
湾
市
民
が
強
く

望
む
普
天
間
飛
行
場
の
一
日
も
早
い
返
還

と
、
５
年
以
内
の
運
用
停
止
を
は
じ
め
と

す
る
、
返
還
ま
で
の
間
の
危
険
性
除
去
及

び
基
地
負
担
軽
減
の
確
実
な
実
現
を
求
め

ま
す
。

▼
「
基
地
跡
地
利
用
の
推
進
」

　

普
天
間
飛
行
場
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
、
地
権
者
の
合
意
形
成
活
動
と
各
分
野

の
計
画
内
容
の
具
体
化
に
向
け
た
取
組
み

を
進
め
、
今
年
度
に
「
全
体
計
画
の
中
間
取

り
ま
と
め
」
に
お
け
る
配
置
方
針
図
の
更

新
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
７
月
１
日
に
創
設
し
た
「
普
天
間
未
来

基
金
」
に
つ
い
て
は
、
企
業
や
全
国
の
方
々

か
ら
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
き
、
今
年

度
は
、
同
基
金
の
一
部
を
活
用
し
、
基
地
跡

地
の
未
来
を
担
う
国
際
的
な
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
市
内
中
学
生
の
短
期
海
外
留

学
派
遣
費
用
を
全
額
助
成
し
ま
す
。
今
後

も
全
国
の
宜
野
湾
市
を
応
援
す
る
支
援
者

か
ら
寄
附
を
募
り
、
基
地
跡
地
利
用
の
推

進
に
関
す
る
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
の

合
意
形
成
活
動
や
、
沖
縄
健
康
医
療
拠
点

の
中
核
と
な
る
琉
球
大
学
医
学
部
及
び
同

附
属
病
院
の
移
設
に
向
け
、
琉
球
大
学
と

連
携
し
て
取
組
み
ま
す
。
ま
た
跡
地
利
用

の
先
行
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
今
後
返
還

さ
れ
る
普
天
間
飛
行
場
跡
地
利
用
計
画
に

つ
な
が
る
よ
う
、
国
、
沖
縄
県
及
び
地
権
者

と
連
携
し
た
取
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

▼
「
平
和
行
政
の
推
進
」

　

戦
後
70

年
余
が
経
過
し
、
多
く
の
尊
い

命
が
奪
わ
れ
た
沖
縄
戦
の
風
化
が
危
惧
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
被
爆
地
長
崎
県

へ
の
平
和
学
習
派
遣
事
業
等
を
実
施
し
、

平
和
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

（
む
す
び
に
）

　

今
年
度
も
活
気
に
あ
ふ
れ
、
豊
か
で
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も

に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
感
じ
、
宜

野
湾
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
「
宜
野
湾
が
い

ち
ば
ん
！
」
だ
と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、「
都
市(

ま
ち)

づ
く
り
、
人
づ
く
り
、

未
来
づ
く
り
」
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年 

２
月
26
日

宜
野
湾
市
長　

佐
喜
眞　

淳

平成30年度　施政方針（要旨）
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帰
国
報
告

　

佐
和
田
大
祐
さ
ん
よ
り
、
厦
門
市
の
紹

介
、
学
校
で
の
様
子
、
中
国
文
化
体
験
、

文
化
の
違
い
、
食
の
違
い
、
様
々
な
出
会

い
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

授
業
に
つ
い
て

　

「
読
む
」
「
書
く
」
「
聞
く
」
「
話
す
」

を
は
じ
め
と
す
る
中
国
語
系
講
座
は
も
ち

ろ
ん
、
全
て
の
授
業
は
英
語
お
よ
び
中
国

語
で
行
わ
れ
ま
す
。
授
業
は
、
中
国
人
学

生
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、
先
生
の
言
っ

て
い
る
意
味
や
授
業
の
理
解
で
き
な
い
部

分
を
よ
り
身
近
な
視
点
か
ら
丁
寧
に
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
彼
ら
の
助
け
が
な
け
れ

ば
全
く
理
解
で
き
得
な
か
っ
た
部
分
も
多

く
、
学
業
パ
ー
ト
ナ
ー
の
み
な
ら
ず
良
き

友
人
と
し
て
信
頼
関
係
が
築
け
ま
し
た
。

課
外
活
動

　

可
能
な
限
り
留
学
生
や
中
国
人
学
生
、

現
地
で
知
り
合
っ
た
中
国
人
と
行
動
を
共

に
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。
周
り
に

日
本
人
が
少
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
に
は
必
然
的
に
中
国
語
や
英
語

を
使
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
状
況
は
結
果

的
に
幸
い
で
し
た
。
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
、
語
学
語
力

の
向
上
と
親
密
度
の
高
い
交
流
が
で
き
ま

し
た
。

さ
い
ご
に

　

中
国
語
ス
キ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
中
国
人

学
生
や
現
地
住
民
と
の
交
流
、
外
国
人
留

学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
様
々

な
価
値
観
や
思
想
に
触
れ
る
こ
と
で
得
た

中国・厦門市ってどんなとこ？中国 厦門市 てどんなとこ？

中国・厦門市

私の留学体験記。
市では、平成 14 年から毎年一人、海外友好都市である中国福建省・厦門

市にある厦門理工学院へ留学生を派遣しています。（現在 16 期生が留学

中）平成 28 年 9 月～平成 29 年 7 月まで約 1 年間の留学を終えた佐和

田大祐さんの帰国報告、講演会、パネルディスカッションが 12 月 13 日

（水）、男女共同参画支援センターふくふくにて行われました。

第 15 期留学生

佐和田 大祐さん
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経
験
は
、
私
の
人
生
に
お
い
て
一
生
の

財
産
と
な
り
ま
し
た
。
支
え
て
下
さ
っ

た
皆
さ
ま
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

講
演
会

『
留
ま
り
、
学
ぶ
。
世
界
に
出
て
見
え

た
沖
縄
』　

　

R
Y
U
×
R
Y
U

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

長
の
平
良
美
奈
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
会

で
は
、
留
学
し
た
か
ら
こ
そ
見
え
た
ア

ジ
ア
の
経
済
成
長
、
沖
縄
の
可
能
性
に

つ
い
て
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

『
帰
国
後
の
活
躍
の
可
能
性
を
考
え
る
』

ア
ー
ル
ス
タ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

代
表
の
八
幡
塁
さ
ん
の
進
行
の
も
と
、

佐
和
田
さ
ん
、
西
原
さ
ん(

第
14
期
留

学
生)

、
平
良
さ
ん
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
登
壇
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
『
帰
国
後
の
可
能
性
』
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
月
中
旬
に
春
節
を
迎
え
学
校
は
冬

休
み
に
入
り
ま
し
た
。
人
の
姿
が
減
り
、

少
し
だ
け
淋
し
さ
を
感
じ
る
厦
門
か
ら

３
度
目
の
レ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
し
ま
す
。

【
新
年
パ
ー
テ
ィ
】

  

12
月
中
頃
に
中
国
人
学
生
と
留
学
生
で

新
年
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
ま
し
た
。
各

国
の
料
理
を
作
り
中
国
人
学
生
に
振
る

舞
う
午
前
の
部
で
は
、
韓
国
人
・
モ
ン

ゴ
ル
人
留
学
生
と
共
に
キ
ン
パ

(

韓
国

式
海
苔
巻
き

)

を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、

舞
台
で
各
ク
ラ
ス
が
演
目
を
披
露
す
る

夜
の
部
で
は
、
留
学
生
仲
間
と
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
出
演
し
ま
し
た
。

【
中
国
の
課
外
活
動
】

  

年
始
に
留
学
生
全
員
で
隣
の
街
ま
で
遠

足
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
交
通
費
・

食
費
な
ど
全
て
学
校
負
担
の
好
待
遇
で

し
た
。
中
国
人
学
生
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

課
外
活
動
の
費
用
を
学
校
が
負
担
す
る

こ
と
は
珍
し
く
な
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、

年
末
に
吹
奏
楽
部
の
大
会
で
福
州
市
ま

で
行
っ
た
時
の
費
用
も
全
て
学
校
が
負

担
し
て
く
れ
ま
し
た
。
や
る
気
が
あ
れ
ば

沢
山
サ
ポ
ー
ト
し
て
頂
け
る
環
境
で
す
。

【
前
期
終
了
】

  

前
期
の
授
業
が
終
わ
り
、
留
学
生
活
も

折
り
返
し
地
点
と
な
り
ま
し
た
。
月
並

み
な
言
葉
で
す
が
、
多
く
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
の
留
学
生
活
だ
と
い
う
こ
と

を
強
く
実
感
し
て
い
ま
す
。
あ
と
半
分

の
期
間
、
悔
い
の
な
い
よ
う
に
１
日
１

日
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　Study in China　　中国・厦門市・留学

中国・厦門市への留学生募集！

　国際的視野を持った人材の育成を目的に、本市の海外友

好都市である中国福建省厦門市にある厦門理工学院（大

学）への派遣留学生を募集します。

募集期間　4月6日（金）～5月22日（火）

選抜試験　5月27日（日）＜作文および面接試験＞

応募資格　(1)H30.4.1現在において、満18歳以上満40歳

以下で高校卒業以上の学歴を有する者。

(2)本市に住所を有する者。ただし平成30年4月

1日現在において、本市に1年以上住所を有

する者。

(3)日本国籍を有する者。

(4)心身共に健康である者

派遣人員　1人

留学期間　9月～翌年7月ごろ

派　遣　先　厦門理工学院（大学）中国福建省厦門市

留　学　費　

市の補助　学費全額、寮費の半額、中国厦門市までの往復

旅費、パスポート申請費、ビザ申請費

留学生負担　寮費の半額（年間約8万円）、

生活費、保険に係る費用

問合せ　市民協働推進課　☎893-4119（直通）

詳しくは
こちらから

留学記

ニイハオ！

中国厦門市

その３

第 16 期　海外留学生
桃原　優奈
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新
た
な
一
歩
！
希
望
と
夢
の
花
々
よ

　
　

ま
だ
見
ぬ
世
界
で
咲
き
誇
れ
！

　3 月 10 日（土）、市内中学校の卒

業式が行われました。多くの父母や

祖父母、家族、関係者などに見守られ、

卒業生たちは卒業証書を受け取り、3

年間過ごした学び舎を後にしました。

※毎年輪番で取材をさせていただいてい

ます。今回は、宜野湾中学校と嘉数中学

校を取材しました。来年は普天間中学校

と真志喜中学校の取材を予定しています。

あらかじめご了承ください。

宜野湾中学校

業という名の “スタートライン” 
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３年間あ
りがとう

！

　

中
学
校
生
活
で
た
く
ま
し
く
成
長
し
た
卒
業

生
は
、
3

年
間
の
思
い
出
と
感
謝
の
気
持
ち
を
胸

に
、
卒
業
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

宜
野
湾
中
学
校
で
は
、
卒
業
生
を
代
表
し
て

12

名
が
、
共
に
学
ん
だ
仲
間
た
ち
、
在
校
生
、

先
生
方
、
保
護
者
の
方
々
へ
感
謝
の
思
い
を
込

め
た
門
出
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

嘉
数
中
学
校
で
は
、
新
里
哲
太
さ
ん
が
「
み

ん
な
と
出
会
い
、
同
じ
時
を
過
ご
せ
て
本
当
に

良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
最
後
ま
で
親
身
に
な
っ

て
指
導
し
て
く
れ
た
先
生
方
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
一
番
支
え

に
な
っ
て
く
れ
た
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
卒
業
生
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を

行
い
ま
し
た
。

　

卒
業
式
と
い
う
門
出
の
日
を
迎
え
た
卒
業
生

た
ち
は
、
3

年
間
の
思
い
出
を
胸
に
、
新
た
な
未

来
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
「
あ
り
が
と
う
」
が

生
ま
れ
た
卒
業
式

思
い
出
あ
ふ
れ
た
３
年
間　

輝
く
未
来
へ

さ
ぁ
！
希
望
の
翼
を
広
げ
よ
う

みんなで笑って泣いて迎えた 卒業

嘉数中学校
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－ 市の動きやまちの出来事をお届けします！－－ 市の動きやまちの出来事をお届けします！－

こみゅにてぃ  見  聞  録

宜野湾市のいろいろな話題

宜野湾地区安全なまちづくり推進協議会は、ちゅらうち

なー安全なまちづくり推進会議が推進中の「子ども・女性

等安全安心見守り事業」として、普天間三区、新城区をモ

デル地区とし、フラワーポットを贈呈しました。通学路に

設置し、地域住民が登下校時の水かけ街頭活動やあいさつ

運動を推進して、地域の絆と監視力を強化し、犯罪の起き

にくい地域社会の実現に取り組みます。

普天間三区・新城区自治会

フラワーポット贈呈式

認知症高齢者等が道迷いにより行方不明になった場合

に、早期発見・保護が行われる支援体制を目的として、ご

協力いただける事業所や団体等にサポーター登録の認定式

を行いました。今回認定されたのは、株式会社ダイコー沖

縄、生活協同組合コープおきなわ、株式会社 T-NAK デ

イサービスセンターかふ～の 3 団体です。3 団体へは認定

証と見守りおかえりステッカーが交付されました。

登録団体は 36団体、52ヵ所になりました

見守りおかえりサポーター認定式

学識経験者や各団体等の代表者、一般公募者で構成する

専門委員会で審議を重ね策定された「第三次宜野湾市ひと

り親家庭自立促進計画 ( 案 )」が、ひとり親家庭自立促進

計画専門委員会委員長の神里博武さんと副委員長の山内優

子さんから手交されました。本計画案を基に、ひとり親家

庭の生活の安定と向上を図り、就業・自立等に向けた取り

組みを進めていきます。

第三次宜野湾市ひとり親家庭自立促進計画の答申

ひとり親家庭の生活の安定、向上に向けて

嘉数小学校にて世界的レゲエダンサーの I-VAN さん（本

市出身）を招き、同校６年生を対象に「夢を持ち、そこに

向かうことの大切さ。そして、両親や周りの人への感謝に

ついて」をテーマに講話を行いました。児童たちは真剣に

耳を傾け、自分自身の将来について考えているようでした。

最後は「ヤーマン体操」を踊って大いに盛り上がり、子ど

もたちの笑顔がはじけていました。

アイ-  バ　ン

総合学習の授業として

出前公演開催事業　特別講話を開催
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ゆうしん

市民図書館展示ホールにて、JICA 沖縄国際センター主

催の「図書館で旅する七大陸」おはなし会スタンプラリー

が開催されました。宜野湾市が最終日となった 24日（土）

には、読み聞かせボランティアと市国際交流員のテリエン・

マドレーヌさんが外国語（フランス、アメリカ、オランダ、

韓国）絵本の読み聞かせを行いました。手遊びやネイティ

ブな外国語に、参加した子どもたちは興味津々でした。

世界のことばに触れる

子どもたちへ外国語絵本の読み聞かせ

外務省が実施する「対日理解促進交流プログラム」の一

環であるカケハシ・プロジェクト『アメリカで沖縄の未来

を考える』（TOFU）プログラムへ、本市から山川雄大さん、

新里賀子さん、上原咲奈さんの3人が選考されたことを受け、

市長・教育長による激励式が行われました。新里さんは「交

流することにより広い視野を持ちたい」と意気込みを語り

ました。詳しくは外務省ホームページをご覧ください。

カケハシ・プロジェクト(TOFUプログラム)激励式

米国でグローバルな視点を深める

「まちでニッコリ、あいさつ・声かけ運動」の一環で、２月２３日に嘉数小学校と志真志小学校の校門前にて、あいさつ運

動を行いました。児童、市長、教育長、社協役員、まちニコ推進委員、企業、民生委員、まちニコ大使（西向幸三さん）、大

勢の参加があり、校門前は明るいあいさつと笑顔で溢れました。

毎月 25日はまちニコデイ (*^_^*)

嘉数小・志真志小であいさつ運動実施

2 月に開催された「第 40 回おきぎん J カップ大会」で準

優勝し、3月 10、11 日に熊本県で開催される「第 40回フ

ジパンカップ九州ジュニアサッカー大会」へ派遣される大

山 SC の皆さんが訪れ、優勝できるよう頑張りたいとキャ

プテンの幸喜祐心さんが大会へ向けて意気込みを語りまし

た。翌週に大会結果の報告があり、サガン鳥栖（佐賀１位）

との準決勝で敗れ 3位だったことを報告していました。

おきぎん Jカップ大会準優勝

大山 SC　県代表として九州へ

市中央公民館において「第 31 代はごろもレディ選出大

会」が開催され、新しいはごろもレディに、新良帆乃香さん、

与那嶺真奈さん、玉城ゆりのさんの 3人が選出されました。

新しいはごろもレディはこれから 2年間、宜野湾市の観光・

公式行事に親善使節として活躍し、県内外へ宜野湾市を

PRしていきます。

第 31代決まる

はごろもレディ選出大会
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毎年 1月に開催される年明け最初の大きなイベントであ

る「宜野湾市新春の集い」の剰余金 30 万円を、普天間未

来基金へ寄付することに決定した同実行委員会の皆さんが

市役所を訪れ、贈呈式を行いました。

普天間未来基金は、基地跡地関係や未来を担う人材育成

事業のために昨年 7 月 1 日 ( 宜野湾市民の日 ) に創設され

たもので、多くの皆さまからご寄付をいただいています。

剰余金を寄付

新春の集い実行委員会より普天間未来基金

３月３、４日に開催された、第 12 回九州クラブユース

(U-13) サッカー大会で初優勝を果たした、ヴィクサーレ沖

縄 FC ジュニアユースのメンバーで市出身の外間達也さん

と森屋椋太さんが市役所を訪れ、優勝報告を行いました。

森屋さんは「全国優勝を目指しているので、県や九州大会

では大差をつけられるよう、練習を頑張っていきたい」と

今後の目標を語りました。

九州クラブユース (U-13) サッカー大会初優勝

外間達也さん、森屋椋太さん

2月1日より民間委託が開始されている保育所調理等業務の

視察を兼ね、宜野湾保育所にて試食会が行われました。副市長、

委託業者選定委員、市関係者が参加し、児童と一緒に給食を食

べるなど、楽しい給食交流の時間を過ごしました。当日は、鮭の

みそ焼き、もずくチャンプルーなどが給食にならび、本市が大

切にしてきた素材の味を活かしたバランスの良い食の提供

が、委託後もきちんと継承されていることを確認しました。

バランスの良い食事の提供を確認

公立保育所調理等業務委託試食会

2 月 9日に発生したうるま市伊計島の海岸にMV－22オ

スプレイの部品が漂着したこと及び、当該部品が落下した

事実について米側から連絡が無かったことについて、沖縄

防衛局長、外務省沖縄担当大使、第三海兵遠征軍司令官、

沖縄米国総領事へ抗議・要請を行いました。佐喜眞市長は、

12 月に起きた普天間第二小学校へのヘリ窓落下の重大事故

から 2ヵ月も経過しないうちに同様の事故が起きたことに

強く抗議するとともに、トラブルが相次ぐ構造的な原因の

究明および再発防止策の公表、速やかな情報提供の徹底と

普天間飛行場の一日も早い返還の実現を強く求めました。

MV-22 オスプレイの部品落下について

抗議・要請

普天間小学校 2 年 1 組（天久武信校長）の皆さんが愛

情込めて育てたパンジー（プランター）約 10 個を市役所

へ贈呈しました。同取組みは、1964 年（昭和 39 年）7

月にも行われています。児童を代表して光岡舞吏さんは「パ

ンジーのかわいい花を見るとウキウキする。市役所にも花

を飾ってもらい、市民の皆さんがウキウキした気分になっ

てくれると嬉しい」と元気よくあいさつをしました。

85 日間大切に育てたパンジーを市役所へ

普天間小 2年生よりプランターの贈呈

▲ 12 月 9 日沖縄防衛局長が説明のため来庁

児童たちが育てたパンジー

こみゅにてぃ  見  聞  録
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真志喜区

公
民
館
に
お
い
で
よ
！

■
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

　

こ
れ
ま
で
保
育
士
や
学
校
現
場
と

企
業
を
繋
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

国
際
理
解
・
協
力
に
関
す
る
業
務
、
地

域
づ
く
り
の
活
動
な
ど
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
昨
年
大
山
綱
引
き
の

綱
づ
く
り
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
三
世
代
が
集
い
協
力
し
合
っ
て

縄
を
綯
い
伝
統
を
受
け
継
ぐ
姿
を
見

て
「
地
域
に
住
む
人
が
地
域
に
誇
り

を

持

ち

、
こ

の

地

域

に

住

ん

で

良

か
っ
た
！
と
思
え
る
よ
う
な
活
動
が

し
た
い
。
」「
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
経

験
を
活
か
し
、
地
元
で
も
何
か
お
役

民族楽器の体験コーナーも設けました

（多文化共生イベント）

【集会場】

スポーツ、ダンス、舞台練習も可能

〜
地
域
活
動
始
め
ま
す
〜

仲間あずみさん

（こども育成会）

■
「
ま
し
き
わ
く
わ
く
！
ま
ち
た
ん

け
ん
」
を
開
催
予
定
！

　

「
地
域
の
方
々
に
真
志
喜
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
う
」
を
目
的
に
５
月

よ
り
「
親
子
で
参
加
で
き
る
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
」
や
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
後
は
地
域
で
子
育
て
真
っ
只
中

の
マ
マ
さ
ん
た
ち
が
気
軽
に
情
報
交

換
で
き
る
場
の
ほ
か
、
地
域
に
住
む

様
々
な
方
が
楽
し
く
交
流
で
き
る
場

も
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

あ

な

た

も

一

緒

に

地

域

を

盛

り

上

げ
、
地
元
を
も
っ
と
好
き
に
な
り
ま

せ
ん
か
？

真志喜区自治会
☎897-3765

冨名腰子ども会会長（後列左端）、名城自治会長（後列左端から２番目）、仲間あずみさん（後列右端）

子ども育成会の皆さん

地域には魅力がいっぱい！

　真志喜地区は近年アパートが増え都市

化が進む地域ですが、はごろも伝説や大

綱引きといった伝統を大切にしているほ

か、森川公園、市立博物館など親子で楽し

める場所もたくさんあります。

　今回インタビューを受けて頂いた仲間

さんのように、「地域・自治会活動を始め

てくれる方」大募集です。ぜひお気軽に公

民館にいらしてください。

公民館が新しくなりました！

　平成29年に長年待ち望んだ新公民館

がオープンしました。

　軽いスポーツ、ダンス練習、卓球会場な

どでも使用できる集会場のほか、子連れ

ママさん達も気軽に利用できる和室（保

育室）、調理実習室、会議室としても利用

できる学習室など、新公民館は様々な活

動で利用できます。会場をお探しの方ぜ

ひご連絡を。

■各自治会の年間行事を市ホームページに掲載しています。

■５月号市報は、宇地泊区自治会です。

自治会に入って良かった

に
立
て
な
い
か
！
」
と
考
え
、
真
志
喜

区
自
治
会
の
活
動
に
も
参
加
し
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

■
多
文
化
共
生
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！

　

こ
ど
も
育
成
会
の
事
業
と
し
て
、

３
月
に
公
民
館
で
、
世
界
の
民
族
楽

器
や
衣
装
・
海
外
か
ら
届
い
た
映
像

を
活
用
し
多
文
化
共
生
を
理
解
す
る

イ
ベ
ン
ト
「
せ
か
い
は
と
も
だ
ち
！
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

私
は
短
大
を
卒
業
し
保
育
士
と
し

て

働

い

た

後

、
Ｊ

Ｉ

Ｃ

Ａ

ボ

ラ

ン

テ
ィ
ア
と
し
て
南
米
ボ
リ
ビ
ア
の
日

系
移
住
地
で
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
活

動
し
ま
し
た
。
海
外
で
の
生
活
を
通

し
て
、
日
本
・
沖
縄
の
素
晴
ら
し
さ
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
地
元
の
魅
力

に
気
づ
き
、
自
分
自
身
の
視
野
が
広

が
っ
た
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
や
地
域
の
方
々
が
、
人
や

文
化
の
多
様
性
に
気
付
い
て
く
れ
た

ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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新
年
度
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

宜
野
湾
市
の
歴
史
や
文
化
を

紹
介
し
ま
す

44

お茶を飲みながら、

ぎのわんの歴史を

のぞいてみませんか？ 168▲ 東本町通り　1965（昭和40）年　

　 宜野湾市商工会議所が送った舗装道路完成

の横断幕に目を引きます。

▲ 現在の東本町通り　2018（平成30）年3月

▲ 昨年度行った企画展と講座の様子

「ぎのわんの字展  野嵩 ～あしび華やぐ伝統の野嵩ムラ～」（右）

市民講座  「疎開先を訪ねて」（左）

戦
後
復
興
の
居
住
地
と
し
て

 

　

―

東
本
町
通
り

―

　

左
上
の
写
真
は
、
１
９
６
５
（
昭
和
40

）
年

の
東
本
町
通
り
写
真
で
す
。
こ
の
年
の
７
月

に
着
工
し
た
道
路
の
舗
装
工
事
が
12

月
に

終
わ
り
、
そ
の
開
通
式
の
様
子
で
す
。
式
典

で
は
市
長
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
後
、
普
天

間
小
学
校
の
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
通
り
を
パ

レ
ー
ド
し
、
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。
写
真
か

ら
は
商
店
や
理
容
館
、
畳
店
の
看
板
が
見

え
、
舗
装
工
事
の
完
了
は
、
地
域
発
展
を
促

す
も
の
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

東
本
町
通
り
の
あ
る
野
嵩
三
区
は
、
戦

後
、
各
収
容
所
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
た
宜
野

湾
村
民
の
中
で
も
故
郷
が
米
軍
施
設
と

な
っ
て
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
旧
普
天
間

や
旧
安
仁
屋
の
住
民
を
は
じ
め
、
他
地
域
か

ら
軍
雇
用
員
と
し
て
移
り
住
ん
で
き
た
人

び
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
地
域
で
し
た
。

　

左
下
の
写
真
は
、
現
在
の
東
本
町
通
り
の

様
子
で
す
。
一
部
商
店
も
見
ら
れ
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
が
住
宅
地
で
静
か
な
街
の
雰
囲

気
が
流
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

市
立
博
物
館

 

☎
８
７
０

-

９
３
１
７

　

市
立
博
物
館
の
常
設
展
示
は
、
昨
年
４
月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
常
設
展
示
で
は
、
本
市
の
生
い
立

ち
を
各
時
代
に
分
け
て
、
わ
か
り
や
す
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。
特
に
３
，
５
０
０
年
前
の

遺
跡
で
あ
る
大
山
貝
塚
か
ら
見
つ
か
っ
た

大
山
式
土
器
を
は
じ
め
、
大
正
時
代
に
開
通

し
た
沖
縄
県
営
軽
便
鉄
道
嘉
手
納
線
の
台

車
、
戦
前
の
宜
野
湾
村
の
空
中
写
真
を
フ
ロ

ア
マ
ッ
ト
に
し
た
資
料
は
、
見
応
え
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
達
に
は
整
備
前
か
ら

人
気
の
土
器
パ
ズ
ル
の
ほ
か
、
宜
野
湾
の
歴

史
や
考
古
、
自
然
、
芸
能
を
紹
介
す
る
ア
ニ

メ
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
見
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
市
立
博
物
館
で
は
見
る
だ
け
の
展
示
だ

け
で
な
く
、
遊
び
な
が
ら
学
べ
る
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
も
「
昆
虫
展
」
や
「
ぎ
の
わ
ん
の

“

字
（
あ
ざ
）
”

展
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー

マ
で
企
画
展
を
行
い
つ
つ
、
博
物
館
市
民
講

座
、
こ
ど
も
博
物
館
教
室
な
ど
、
こ
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
幅
広
く
楽
し
み
な
が
ら
学
べ

る
教
室
、
講
座
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
市
立
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ま
す
ま
す
充
実
し
た
市
立
博

物
館
へ
の
ご
来
館
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

入
館
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
講
座
の
申
込
】

市
立
博
物
館

 

☎
８
７
０

-

９
３
１
７

 博物館市民講座　受講生募集！

【クモの話】

不思議な生き物“クモ”の魅力をたっぷり

ご紹介します！

日　　時　5 / 13（日） 14：00～16：00　

場　　所　市立博物館

講　　師　千木良 芳範（博物館館長）

定　　員　50人（先着順）

受 講 料　無　料

申込期間　4 / 15（日）～5 / 12（土）

受付時間　9：00～17：00
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女男

161 号

ひろばひろば
ゆんたくゆんたく

う
な
い

い
き
ー

お互
いに　未来を掴

も
う

　
共
同
参
画

����������

問合せ： 市民協働推進課　平和・男女共同係　☎893-4411　内線 421

学び、ふれあい、感じる実践の場

第
１
回
ふ
く
ふ
く
講
座

��������������
���������������

　2月22日（木）中央公民館にて、平成29年度宜野湾市男女共同参画フォーラムを開催しま

した。今回は多くの方に興味を持っていただけるよう「落語」を取り入れた内容となりました。

少子高齢化など、私たちの生活をめぐる状況が変化していく中では「男性は仕事、女性は家

庭」といったこれまでの性別による固定的な役割分担にとらわれることなく、あらゆる分野で

それぞれの個性と能力を発揮し、喜びや責任を分かち合うことができる男女共同参画

社会の推進が必要となってきています。今回のフォーラムではお互い協力し合う事の大

切さ、そして自分らしく生きることの大切さを、笑いを交えながら楽しく紹介しました。

落語　厩 火事
世の中には、様々な夫婦の形があ

ります。髪結いの仕事をしているお

崎と、家にいる夫。夫の愛情を確か

めたいお崎の愉快な話を、臨場感

たっぷりの落語で話して頂きました。

うまや  か   じ

▲ 落語家：おきらく亭すい好

▲ おきらく亭かん好、南亭こった

い、ガンバレ仲本、ディーン長

濱、男女共同参画行政地域連

絡会

参加者の声

○落語と男女共同参画のコラボってなんだろうと

思い来ましたが、大喜利楽しみました。男らし

く、女らしくではなく、“自分らしく”ですね。

○まだ独身ですが、これから人生のパートナーと

共に協力し合っていく人生をつくりたいです。

そのためには、お互い助け合っていくことが

先ですね。

○初めての落語がとても楽しく、男女共同参画

の難しいイメージも変わりました。

○女だからと思ってしまうこともまだまだ多い世

の中ですが、楽しく自分らしく生きたいと改め

て思いました。

大喜利（掛け合い）

男女共同参画に関するお題。珍回

答に笑いが起りました。

○男女共同参画とかけまして、カビ

取り用洗剤とときます。 → どちら

も「きょうりょく」がいいでしょう。

○男だから力仕事やんなさいよ！

なんて返す？ → 無理！

���
���

��

����
���

������
���

��

����
���

���

▶ 漫才：セピア色

（琉大落研）

市内外から

139 人の方に

来場いただき

ました

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
支
え
る
お
と
な
側
の

悩
み
や
不
安
は
子
ど
も
の
数
だ
け
あ
り
ま
す
。
今
回

の
講
座
は
子
ど
も
と
お
と
な
の
ス
ト
レ
ス
を
減
ら

し
、
お
互
い
の
能
力
を
引
き
出
し
合
え
る
よ
う
な
状

態
を
作
り
、
１
秒
で
も
ハ
ッ
ピ
ー
な
時
間
を
長
く
過

ご
す
こ
と
を
目
指
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
子
育
て

だ
け
で
な
く
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
人
間
関
係

や
様
々
な
ス
ト
レ
ス
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
な

ど
、
明
日
か
ら
す
ぐ
に
使
い
た
く
な
る
よ
う
な
ヒ
ン

ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

講　

師　

勝
連　

雅
美
さ
ん(

臨
床
発
達
心
理
士)

日　

時　

５
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
12
時

場　

所　

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ふ
く 

講
堂

対　

象　

子
育
て
中
の
保
護
者
、
子
ど
も
に
接
す
る
機

会
の
多
い
方
、
関
心
の
あ
る
方
（
市
外
の
方
も

参
加
可
）

定　

員　

32
人(

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り)

受
講
料　

無　

料

☆ 

受
講
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。（
一
時
保
育
の
申
込
み
締
切
は
５
／
16(

水)

で
す
）

申
し
込
み
・
問
合
せ
先
（
平
日
10
時
〜
17
時
）

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー 

ふ
く
ふ
く

　
　

宜
野
湾
市
志
真
志
１
丁
目
15
番
22
号

　
　

電　

話　

 

８
９
６-

１
６
１
６

か
つ
れ
ん　
　

ま

さ

み

テ
ー
マ

:
 

こ
れ
な
ら
で
き
そ
う
！

さ
っ
そ
く
や
っ
て
み
た
い
！

　
　

「
親
子
の
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す　

　
　
　
　
　
　
　

ハ
ッ
ピ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

テ
ー
マ

:
 

こ
れ
な
ら
で
き
そ
う
！

さ
っ
そ
く
や
っ
て
み
た
い
！

　
　

「
親
子
の
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す　

　
　
　
　
　
　
　

ハ
ッ
ピ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

お楽しみに！みんな来てね！
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宜
野
湾
市
役
所　

☎
８
９
３-

４
４
１
１
（
代
表
）

□問 
…

問
合
せ　

□申 
…

申
し
込
み
先

健
康
・
福
祉

募
集
・
お
知
ら
せ

ママの料理教室

　子育て中のママのための料理教室

を開催します。

対象者　市内在住の 20 代～ 40 代

でお子さんがいる母親 ※原則として

全日程参加可能な方

日程　5/25、6/1、8、15（全 4 回）

毎週金曜日 10：00 ～ 13：00

参加費　1,000 円

定員　16 人（先着順）

※託児施設等は設けておりませんの

で、お子さんを連れての参加はご遠

慮ください。

申込期間　4/23( 月 ) ～ 5/18( 金 )

　9：00 ～ 17：00( 土日・祝日は除く)

場所　保健相談センター

申込み方法　電話または窓口

□問 保健相談センター  ☎898-5583

水中運動教室

日時　5/22 ～ 7/17（毎週火曜日

／全 9 回）10：30 ～ 12：00

場所　ＪＳＳスイミングスクール沖縄中央

定員　25 人 ( 抽選 )

対象者　宜野湾市民、40 歳～ 64

歳まで（平成 30 年 4 月 1 日現在）

の方で下記の 3 つに該当する方

①平成 29 年 4 月以降に特定健診ま

たは人間ドックを受診し、健診結果を

提出できる方

②医師からの運動制限のない者

( 場合によっては医師からの意見書を

提出して頂くこともあります )

③原則として教室全日程に参加でき

る方

受講料　無料

募集期間　4/16（月）～ 5/11( 金 )

受付　電話または窓口で受付後、健

診結果を保健相談センターまで提出。

□問 保健相談センター  ☎898-5583

メタボ予防運動教室

　毎月 2 回、運動指導士による運動

教室を開催します。

日時　

①5/2（水）10：00 ～ 11：00

②5/25（金）14：00 ～ 15：00

場所　保健相談センター　

対象　市民で、運動制限のない方

内容　ストレッチ、筋力トレーニング、

有酸素運動、運動に関する講話など

参加費　無料（当日受付）

□問 保健相談センター  ☎898-5583

健康ステップアップ教室

　食生活の改善・運動など生活習慣

病予防や健康づくりに必要な講話、

実技を行います。

日時　6/4～ 7/30　毎週月曜日　

13:30～16:00（全８回）

場所　市立体育館　会議室

対象　運動制限のない 40 歳～ 64

歳の市民（平成 30 年 4月 1日現在）

申込期間　5/7（月）～5/25（金）

定員　先着 20 人　　受講料　無料

□問・□申 保健相談センター  ☎898-5583

母子保健推進員募集

対象　市に住所がある、子どもが好

きな方

募集人数　普天間 2 区・大山地区・

上大謝名地区・伊佐地区・真志喜

地区：各１人

任期　平成 30 年 4 月～ 32 年 3 月

まで出来る方。

活動内容　

①市の母子保健事業でのお手伝い

②毎月の定例会出席など

③健診未受診者宅への訪問による受

診勧奨

④こんにちは赤ちゃん事業の訪問活動

活動日　①②あわせて月 1～3 回程

度③④はご自身の時間内で調整。

□問 保健相談センター  ☎898-5583

５月健康カレンダー

受付時間

13：15～14：00

9：30～10：30

13：30～

13：30～

13：30～

13：00～15：00

9：00～11：00

母子関係の健診・教室

（場所：保健相談センター）

健康相談 受付時間

9：00～11：00

13：00～14：45

13：15～14：45

13：15～14：00

お問い合わせ

ください。

20日（日）

1日(火)・15日(火)

29日（火）

22日（火)

8日(火)

11日(金)・18日(金)

2日(水)・10日(木)

17日(木)・31日(木)

毎週  月・火・金曜日

（祝日を除く）

毎週  火・水曜日

（祝日を除く）

24日(木)

9日(水）・23日(水)

乳児一般健診

１歳６カ月児健診

のびっこ親子教室

　　　　　　　

　　　　　　　

２歳児歯科検診

３歳児健診

ふたば

母子健康相談

マンマン教室

（離乳食教室）

こうのとり倶楽部

(両親学級)

コアラ倶楽部

(育児学級)　　

保健相談
センター

いきいき筋力アップ教室

　65 歳からの筋力トレーニング。自

宅で無理なくできる筋力トレーニング

運動とストレッチ、脳トレを学ぶ教室

です！

①男女共同参画支援センターふくふく

日時　5/17（木）～ 8/2（木）

全 12 回　毎週木曜日　

10：00 ～ 12：00

②勤労青少年ホーム

日時　5/18（金）～ 8/3（金）

全 12 回　毎週金曜日

14：00 ～ 16：00

受講料　無料（送迎なし）

定員　20 人（応募多数の場合は、

新規の方を優先に抽選）

申込期間　4/9（月）～ 4/27（金）

※介護長寿課窓口または電話で受付

後、申込書を記入

対象

▶市内在住の 65 歳以上の方で介護

認定を受けていない方

▶医師からの運動制限のない方（医

師からの意見書を出していただくこ

ともあります。）

▶原則として教室全日程に参加できる方

□問 介護長寿課　内線 206、549
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宜
野
湾
市
役
所　

☎
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表
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□問 
…

問
合
せ　

□申 
…

申
し
込
み
先

健
康
・
福
祉

募
集
・
お
知
ら
せ

幼稚園・保育園の年長が対象
麻しん風しん混合ワクチン
予防接種

　麻しんは、空気感染し感染力がイ

ンフルエンザの 6 倍以上と大変強く、

時に命に関わる重篤な感染症です。

対象の方には通知書を送付していま

す。体調を整え、早めに接種を受け

ましょう。

対象　平成 24 年 4 月 2 日～平成

25 年 4 月 1 日生　( 小学校就学前 )

期間　平成 3１年 3 月 31 日まで

場所　指定医療機関

料金　無料 ( 上記対象年齢以外の

方は全額自己負担 )

※長期にわたり療養を必要とする疾

患等、やむを得ない事情で接種を見

合わせている場合は、市保健相談セ

ンターまでご相談ください。

※詳しくはお手元にある通知書、また

は市ホームページにてご確認ください。

□問 保健相談センター  ☎898-5583

がんじゅ～広場

　専門スタッフの指導の下、姿勢や

動作を整えましょう。4 月より伊利原

老人福祉センターでも琉球大学健康

づくり支援プロジェクトLib による動作

法教室を開催することになりました。

　肩こり、腰痛、膝痛でお困りのあ

なたをお待ちしています。

①赤道老人福祉センター

（定員なし）

日時　毎週金曜日 10：00～12：00

（9：00 ～受付開始）

②伊利原老人福祉センター

（毎回先着 10 名）

日時　毎週金曜日14：00～16：00

（13：30 ～受付開始）

対象　市内在住の 65 歳以上の方

受講料　無料　＊申込不要

お問い合わせは介護長寿課です。お

間違いなく ！

□問 介護長寿課　内線 206

食事の基本パターン「ランチョンマット」

　1 食の目安となる下記「ランチョンマット」を作成しました。

Ａ３用紙にプリントし、ランチョンマットに沿って四隅を円く切っ

てラミネートすると食卓におけます。ご家族と一緒にお料理

を配膳し、お父さん、お母さんも、日々の栄養バランスを考

えてみましょう。お子様もきっと食事に興味をもってくれますよ！

宜野湾市のホームページ

http://www.city.ginowan.okinawa.jp/life/health/

03/rantyon.html からダウンロードできます。

お子様向けの色違い（黄色）もあります。

□問 保健相談センター  ☎898-5583

1 日 3 食栄養バランスよく食べよう！

　肥満対策には、食事を適量にする事、適度な運動をする

事等が必要ですが、最も大切な事は「1 日 3 食、栄養バ

ランス良く食べる」という事です。朝食を抜くと、昼食と夕

食の後の血糖値が上昇しやすくなり、インシュリンが沢山出

ます。インシュリンは血糖値を下げるホルモンですが、脂肪

を作るホルモンでもあります。野菜から食べ始める、甘い飲

み物を控える、ゆっくり食べる事も、血糖値の上昇を抑える

のに効果的です。また、栄養バランスがくずれると、余分

な脂肪や老廃物等が体にたまりやすくなったり、肌・骨・眼

等の機能がおとろえたり、さまざまな病気になりやすくなります。

沖縄の働き盛り世代が危ない！

下記の項目全て沖縄県は 47 都道府県で第１位です。

■ 65 歳未満の死亡率 （宜野湾市は県内では９位）

■ 肥満者・メタボ者（含予備軍）の割合

■ 食用油・加工肉類・発泡酒の購入量

■ ハンバーガーショップの店舗率

※ 野菜・魚介類・牛乳の購入量は最下位です。

集団健診 ( 特定健診・がん
検診 )

　事前に健診セットを郵送するため、

集団健診日の 2 週間前までにお申し

込みください。

予約先　保健相談センター

受付時間　平日  8:30 ～ 17:15

※③は骨粗鬆症検診も行います。

健診受付時間　8：30 ～ 10：30

当日は予約された方から優先的に受

付を行います。

※各公民館には駐車スペースに限り

があります。徒歩もしくは公共交通機

関をご利用ください。詳しくは…

受診券に同封されている健診ガイドを

ご覧ください。

□問 保健相談センター  ☎898-5583

健診会場

市立体育館

我如古区公民館

宜野湾市役所

愛知区公民館

宜野湾市役所

嘉数小学校

集団健診日

5/20( 日 )

6/8( 金 )

6/10( 日 )

6/13( 水 )

7/7( 土 )

8/19( 日 )

①

②

③

④

⑤

⑥

骨粗
検診

◯
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高校進学をサポート！学習支援事業（第1次）

　高校進学を目指す生活困窮世帯の中学生を対象に、市

の指定する塾への通塾費用を公費で負担します。あわせて、

子どもや保護者への助言などを行います。

対象者　宜野湾市在住の

（１）生活保護受給世帯の中学 1 ～ 3 年生

（２）父母ともに住民税非課税である世帯の中学 3 年生

（3）その他福祉事務所長が認めるもの

募集人数　合計５０人程度

相談期間　4/16（月）～ 4/27（金）　10：00 ～ 17：30

※相談期間中に生活福祉課での面談（保護者同伴）が必

要。( 要予約）

申請期間　4/16（月）～ 5/2（水）

周知方法　中学校を通して中学 3 年生にチラシを配布しま

す。（4 月）

通塾先　市が指定する学習塾（面談時にご案内します。）

※申し込み方法等、詳細についてはチラシをご覧ください。

※相談時に前年度の通知表をお持ちください。

※6 月下旬に第 2 次の募集（若干名）をおこないます。

□問 生活福祉課　☎893-4480（内線 570）

ブックスタート

　市区町村自治体が行う0 歳児健診などの機会に「絵本」

と「赤ちゃんと絵本を楽しむ体験」をプレゼントする活動です。

宜野湾市のブックスタートでは、９・１０ヵ月健診の時にブッ

クスタートスタッフが読み聞かせをし、絵本を１冊プレゼント

しています。

　健診時にブックスタートに参加されなかった方や事情が

あって健診に参加されなかった方はぜひ、お手元の「ブッ

クスタートのご案内（絵本引換券）」を持って市民図書館ま

でおこしください。

□問 市民図書館　☎897-4646

あなたの抱えている生活の不安や心配をご相談ください　【相談無料・秘密厳守】

　平成２７年４月に施行された「生活困窮者自立支援法」に基づいて行う相談・支援事業です。

宜野湾市内に居住している方で、生活や就職などに困っている方であれば、どなたでも相談できます。

（相談については、幅広くお伺いします）ご家族やご友人など、周りの方からの相談も受け付けます。

※生活保護受給者は対象外。

■ 自立相談支援事業（一人ひとりに応じた支援プランを作
ります）

経済的な問題等で生活に不安がある方に対し、どのよう

な支援が必要かを一緒に考え、ご本人の意向を踏まえた

具体的な支援プランを作成し、自立に向けたサポートを

行います。

■ 就労準備支援事業

「社会との関わりが不安」など、すぐに就労することが困

難な方に、基礎能力の形成を図るための支援を計画的

に行います。

■ 住居確保給付金の支給

離職により住居を失い又はそのおそれのある方に対し、

安定した就職活動ができるように、期限付きで家賃相当

額を支給します。

■ 就労訓練事業

一般就労が困難な方に、就労に向けた準備の一環とし

て短時間の軽作業の機会を提供するなどして自立に向け

た支援を実施します。

■ 子どもの学習支援事業

経済的理由などから学習環境を確保することが難しい子

どもに対し学習環境の提供と意欲向上の支援（通塾）、

保護者への助言などを行います。

■ 家計相談支援事業

失業や債務問題などを抱え、家計に問題のある生活に

困窮している方を対象に家計を再建するための支援を行

います。

□問 生活福祉課　内線 104、568 ～ 570

自
立
（
目
標
）
に
向
け
て
、

一
緒
に
取
り
組
み
ま
す
。

ご
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人
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り
巻
く
状

況
を
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し
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ら
、

一
緒
に
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立
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子育ての問題

経済的な問題

就職の問題
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放課後児童クラブ（学童クラブ）の利用料の一部を助成します！

対象者　市に住所があり、放課後児童クラブを利用している児童の保護者で、

次に該当する世帯。

①児童扶養手当または母子父子家庭医療費助成受給者

②生活保護を受けている世帯

③市町村民税非課税世帯

④市民税の所得割が 48,600 円未満の世帯

　（本市の保育料第 3 階層に相当する世帯）

⑤その他市長が認める世帯

※③、④に関して、各年度 4・5 月は前年度の課税 ( 非課税 ) 状況を、6 月～ 3

月は当該年度の状況により決定。

助成金　放課後児童クラブの利用児童１人につき、平成３０年４月利用分以降で、

支払った１月あたりの利用料から 5,000 円を控除した額を対象とし、①～③は

5,000 円を上限に、④、⑤は 3,000 円を上限に助成します。

※助成金の対象となるもの（利用料＋おやつ代）　※入会金、傷害保険料、延

長保育料、行事費、教材費その他の保護者負担金は除く。

申請　以下の書類等を持参しこども企画課の窓口にて申請。利用後、複数月分

をまとめて申請可能。（助成金は口座に振り込み。）

①申請書（こども企画課窓口に設置またはＨＰでダウンロードすることができます）

②利用料を支払ったことを証明する書類（領収証、月謝袋の原本等）

③印鑑（シャチハタ不可）

④通帳またはキャッシュカードの写し

※利用月の翌月から数えて 1 年を過ぎると申請できなくなりますのでご注意くださ

い。3 ～ 4ヵ月に 1 度は申請するようお願いします。

受付日時　8：30 ～ 11：45、13：00 ～ 17：00　（土日・祝日は除く）

□問 こども企画課　内線 461

65 歳以上の方を対象に交付している
「シルバーパスポートカード」ご活用ください！

　健康づくりやスポーツ、趣味等で高齢者が外出する機会を増やし、生きがいづ

くりを応援しようと「宜野湾市シルバーパスポート事業」を実施しています。

※他の特典と併用できない場合があります。ご了承ください。

①市立体育館・・・トレーニングルーム利用料無料。

②普天間りうぼう（サンフティーマ）、テナント各店・・・毎週土曜・日曜は５％割
引きなど。

③天然温泉アロマ・・・200 円割引き。（通常 1,500 円）

④ラグナガーデンホテル・・・レストラン利用料金 10％割引き。

⑤カラオケ・キャビンドリアン・・・１時間半以上のご利用で 30 分延長サービス。

⑥カラオケハウスとまと宜野湾店・・・飲食代金より10％割引き。

⑦東江メガネ市役所通り店・・・メガネ一式購入代金より 1,000 円割引き。

⑧市主催の催し物（お芝居など）・・・割引されることがあります。

市内協力事業所も随時募集しています。

市内に事業を展開する企業の皆さま、

シルバーパスポートカードが利用出来る

協力事業所に登録してみませんか？

□問 介護長寿課　内線 172

������
��

��

�は（申込制）

【大謝名】児童センター  TEL・FAX897-4117

【赤道】児童センター  TEL・FAX892-3397

【大山】児童センター  TEL・FAX890-0015

【新城】児童センター  TEL・FAX892-8888

【我如古】児童センター  TEL・FAX897-6767

【長田】児童館  TEL・FAX892-3330 
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母の日プレゼント作り

体力測定

バスケット大会

一輪車検定

マンカラ大会

ガーデニング

母の日プレゼントづくり

クッキング

お手玉教室

軽スポーツ

けん玉・一輪車認定

しぎん紙芝居教室

折り紙教室

母の日プレゼント作り

おてだま教室

映写会

おりがみ教室

軽スポーツ

ドミノ大会

フラフープ検定

一輪車検定

映写会

軽スポーツ

�

スポーツウィーク

家族の日プレゼント作り

母の日製作
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時間�����������（我如古のみ�����������）

野嵩１区

普天間１区

普天間３区

宜野湾

□問 赤道児童センター　☎892-3397
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平成30年度　市税等納期カレンダー　　市税等は期限内に納めましょう!!

4 月

1期

5/1
( 火 )

固定資産税

市県民税

軽自動車税

国民健康保険税

後期高齢者医療保険料

介護保険料

納期限
口座振替日

5 月

全期

5/31
( 木 )

6 月

1期

7/2
( 月 )

7 月

2期

1期

1期

1期

7/31
( 火 )

8 月

2期

2期

2期

2期

8/31
( 金 )

9 月

3期

3期

3期

10/1
( 月 )

10 月

3期

4期

4期

4期

10/31
( 水 )

11 月

5期

5期

5期

11/30
( 金 )

12 月

3期

6期

6期

6期

(※)

1 月

4期

7期

7期

7期

1/31
( 木 )

2 月

4期

8期

8期

8期

2/28
( 木 )

3 月

9期

4/1
( 月 )

※12月の納期は、固定資産税が25日（火）、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料、介護保険料が27日（木）です。

　また、口座振替日は25日（火）になります。

納期カレンダーは市のホームページでもご覧いただけます。

□問(固定資産税・市県民税・軽自動車税)納税課　内線255～257　　(国民健康保険税)国民健康保険課　内線142～145

(後期高齢者医療保険料)国民健康保険課　内線146　　(介護保険料)介護長寿課　内線189

平成30年度の土地および家屋の価格等縦覧帳簿の縦覧について

　平成30年度の土地および家屋の価格等縦覧帳簿を下記のとおり縦覧に供します。

縦 覧 期 間　４/２（月）から５/１（火）　土日、祝日を除く8：30から17：15まで（正午から13：00までの昼食時間を除く）

縦 覧 場 所　税務課（本庁２階）　　　該　当　者　市内に土地、家屋を所有する者、納税管理人および委任による代理人

必要なもの　納税通知書または身分証明書（運転免許証など）※代理人の場合は、委任状および身分証明書

□問 税務課　内線 230・231

不動産の公売を実施します！

・ 物件は現時点での予定です。今後追加、

 取下げ、変更する場合があります。

・ 物件の詳細については、今後市ホーム

 ページ等でお知らせします。

　市では市税の滞納処分のため、下

記日程で不動産を公売予定です。

公売方法　期間入札

入札期間　8/27（月）～8/31（金）

入札場所　納税課　（郵送可）

開 札 日　9/4（火）　10：00

開札場所　市役所　多目的会議室

□問 納税課　内線 251・254・259

番
号

1

2

3

4

土地

土地

土地

土地

見　積
価　額

評定中

評定中

評定中

評定中

地 番 等種別
公　売
保証金

評定中

評定中

評定中

評定中

宜野湾市神山 1 丁目 595 番
1239 ㎡（現況原野）

浦添市伊祖 3 丁目 1376 番 21
80 ㎡（現況更地）

宜野湾市嘉数 4 丁目 832 番 3
40 ㎡（現況畑）

中頭郡中城村字北上原 662 番
150.61 ㎡（建物底地） ※持分公売

◀

番
号
１

マイナンバー（個人番号）制度に伴う国民年金手続きについて

第１号被保険者とは自営業者、農林漁業者、学生など

第２号被保険者とは会社員、公務員など

第３号被保険者とは会社員、公務員などに扶養されている配偶者

　平成30年３月から国民年金に関する各種手続きにおいて、原則としてマイナン

バーの記載が必要になりました。ただし、海外在住者などでマイナンバーを持たない

方は、これまで通り基礎年金番号での手続きになります。また、マイナンバーを記載

する場合は、下記のとおり番号確認および本人確認が必要になります。

１．番号確認　

マイナンバーカード、マイナンバー通知カード、住民票（マイナンバー入り）

２．本人確認

① 顔写真付の身分証明書：マイナンバーカード、運転免許証、パスポート、身体

障害者手帳等のうち１点

② ①の身分証明書が無い場合：健康保険証、年金手帳、印鑑登録証明書等の

うち２点必要

こんな時には届け出を！

□問 市民課年金係　内線 116・117

こんなとき

会社を退職したとき

配偶者の扶養になったとき

（配偶者が第２号被保険者の場合）

配偶者の扶養からはずれたとき

配偶者が転職し、会社がかわったとき

納付書を紛失したとき

どうする？

国民年金の加入手続きをする

第１号被保険者になる手続きをする

引き続き、第３号被保険者になる手続きをする

納付書の再発行を申し出る（電話可）

届出先

市役所  年金窓口

市役所  年金窓口

配偶者の新しい勤務先

最寄りの年金事務所

第３号被保険者になる手続きをする 配偶者の勤務先
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国民保護ポータルサイトをご確認ください。  http://www.kokuminhogo.go.jp弾道ミサイル落下時の行動については…
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「水のキャラクター」募集

　平成30年4月1日の組織統合を記

念して「宜野湾市上下水道局」では、

このたび「水のキャラクター」のデザイ

ン・名称を募集します。

　採用されたキャラクターは、今後の

上下水道局発刊の刊行物に掲載され

るほか、水道事業・下水道事業の各種

啓発イベント等に登場する可能性もあ

ります。

　詳細については、市ホームページ掲

載の【宜野湾市「水のキャラクター」募

集要項】をご覧ください。

□問 上下水道局　総務企画課　総務係

☎892-3351

学校でボランティアしてみ
ませんか？

　市教育委員会では、学校・家庭・地

域が一体となって子どもたちを育む環

境づくりを目指し、支援してくださるボ

ランティアを随時募集しています。

内容

▶授業の補助（先生の手伝い、プール

の見守り、ミシンのサポート等）

▶校内環境整備の補助（図書の整理、

花壇の整備、水やりなど）

資格

▶年齢、性別、特別な資格、お住まい

等は不問。

▶できる時、できる範囲でボランティア

にご参加ください。

ボランティア対象の学校

市内公立小中学校

※学校の求めに応じた派遣となります

ので、ご案内できない場合もございます。

□問 生涯学習課　☎893-4431

第3回議会報告及び市民との意見交換会の開催について

　市議会では、市民の皆さまへ議会の活動状況を報告するとともに、市民の皆さま

の声を市政に反映させることなどを目的に「第3回 議会報告及び市民との意見交

換会」を下記の日程で開催します。お申込みは不要でどなたでもご参加いただけま

す。多くの皆さまのご参加をお待ちしています。

1．内　　容　　1部　議会報告（議案の審議や議会の活動状況等）

2部　意見交換（市政や議会運営、市民生活の課題等について）

2．開催日時

いただいたご意見については…

議会内で調査や協議を行い、議会として参考と

するものや改善するもの、市当局へ政策等として提言するものなどに整理し、全議

員で最終確認のうえ対応していきます。これまでにいただいたご意見や対応状況等

については、市議会ホームページからご覧になれます。

▼ 意見交換会の様子

市長への政策提言の様子 ▲

場　所

宇地泊区公民館

我如古区公民館

新城区公民館

愛知区公民館

日　時

５月 ７ 日（月） 19:30 ～ 21:00

５月 ８ 日（火） 19:30 ～ 21:00

５月 ９ 日（水） 19:30 ～ 21:00

５月10日（木） 19:30 ～ 21:00

□問 市消防本部警防課　☎896-2548 □問 観光農水課　内線 447

□問 議会事務局　内線 340・337

消防団員募集 ぎのわん
トロピカルビーチ開き
～OKINAWA IDOL FESTIVAL・
島ぜんぶでお～きな祭～

　地域の防災活動に参加いただける

方をお待ちしています。

募集人員　若干名

応募資格

（１）市内在住または在勤する者

（２）18歳以上の者（高校生除く）

（３）郷土愛に満ち、防災の担い手と

して志操堅固で、身体強健な者

（４）3年以上継続して団員として活

動できる者

入団手続

当消防団に指定の申込書を提出。団

長および副団長が面接を行い、応募資

格の要件を満たすものを選定し、入団

の決定を行います。

日時　4月21日(土)　9:30～

4月22日(日)　11:00～　

場所　宜野湾トロピカルビーチ

▶初泳ぎ・宝探しゲーム・吉本芸人お

笑いライブ・心肺蘇生法講習(21日)

▶OKINAWA IDOL FESTIVAL・

その他イベント盛りだくさん!!(21日

/22日)

◀

昨

年
の
様

子
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Ginowan  Information市報に掲載された方で希望者には、写真を差し上げます。　秘書広報課　内線424まで
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訓練期間

6/1～10/31
（5 カ月）

6/1～8/31
（3 カ月）

コース名

パソコン・簿記科
（知識・技能）

小売販売科
（実践能力）

訓練場所

沖縄市

北谷町

定員

10 人

2 人

小規模企業共済制度のお知らせ

　国の機関である中小機構が運営す

る、小規模企業の経営者や役員、個人

事業主などのための積み立てによる退

職金制度です。農業・林業・漁業の方

も加入できます。

【お得なポイント】

▶掛金の全額が所得控除

▶受取時にも税制面の優遇措置

▶低金利の貸付制度が利用可能

加入資格　次の2つを満たす方

①個人事業主およびその共同経営者

または会社等役員

②常時使用する従業員人数の条件

▶小売・卸売・サービス業等は5人以下

▶製造・建築・運輸・農業等は20人以下

資料請求はホームページもしくはお電

話で承っています。【小規模共済】で検

索・独立行政法人　中小企業基盤整

備機構　共済相談室

(☎050-5541-7171)

行政相談所開設のお知らせ

　行政相談は、役所の仕事に関する

苦情や要望等をお受けして、その解決

を促進するとともに、皆さんの声を行

政に役立てるものです。暮らしの中の

困りごと、ご相談してみませんか。

開設日・場所

▶4/26（木）  市役所２階　相談室　

▶5/17（木）  上大謝名自治会

▶6/28（木）  市役所２階　相談室

時間　14：00～16：00

行政相談委員

桃原準子　大里笑子　

具志堅美江

６月開講

障害者委託訓練生募集

募集期間　4/2（月）～4/27（金）

受講料　無料

※テキスト代、検定料、駐車場代、保険

料などは自己負担

詳細は下記へお問合せください。

□問・□申 お近くの商工会、商工会議所、

青色申告会、税理士、金融機関の本支店

□問・□申 ・講座実施場所

宜野湾マリン支援センター

☎942-2200　FAX942-2201

5月中央公民館講座受講生募集

１．開催講座

【Word2010活用講座】

内容　初級レベル。基礎が身について

いる方対象に人目を惹く文書や名刺・

チラシを作ります。

日程　5/10(木)･11(金)･17(木)･

18(金)･24(木)･25(金)･31(木)･

6/1(金)　 8回コース

時間　19：00～21：00

場所　3階 研修室(1)

教材費　1,330円

【アドラー心理学講座】※託児あり

内容　実践で学ぶ！元気になる「勇気

づけ」。元気になる話し方、伝え方等の

表現方法を学びます。

日程　5/12・19・26・6/2・9　

毎週土曜日　５回コース

時間　14：00～16：00

場所　3階 研修室(2)

【おもてなしにも使えるお弁当講座】

※託児あり

内容　「ワンパターン」や「いまいち」か

ら脱出！様々な行事で役立つお料理の

ワンランクアップ術を学びます。

日程　6/3・10・17・24　

各日曜日　4回コース

時間　10：0０～13：0０

場所　２階　調理実習室

材料費　3,000円

2．申込方法

申込期間

4/11(水)～20(金)　9：00～17：00

定員　各講座20人(市内在住または

在勤、在学されている方)

※直接来館し申込（土･日受付可、火

曜日・祝日は休館）

※申込み多数の場合は抽選。

※託児は人数に限りがあります。

□問 中央公民館　☎893-4457

□問 具志川職業能力開発校

☎973-6680

□問 総務省沖縄行政評価事務所

☎867-1100

市民生活課　内線 438

日商簿記検定3級・2級取得

講座受講生募集

定員　各20人

募集締切　5/1(火）

【3級取得講座】

期間　5/8(火)～8/17(金）

毎週火・木・金　計40回

時間　18:30～20:30

受講料　40,000円（テキスト別）

【2級取得講座】

期間　8/30(木）～11/16(金）

毎週火・木・金　計35回

時間　18:30～20:30　

受講料　35,000円（テキスト別）

検定日　11/18(日）
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【人口と世帯数】　人口  97,845 人　男  47,530 人　女  50,315 人　世帯数 43,245 世帯　（平成 30 年 3 月末）
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宜野湾海浜公園等指定管理

者の変更について

　平成30年4月から宜野湾市内の公

園および体育施設、トロピカルビーチ

は「はごろもＰＭパートナーズ(指定管

理期間：平成30年4月1日から平成

35年3月31日まで)」が管理を行って

います。体育施設の利用、BBQ予約

などのお問合せは下記連絡先までお

願いします。なお、体育施設の予約に

関しては電話での受付は行っていな

いため、予約受付の際には、体育館窓

口までお越しください。

□問 宜野湾市立体育館

（はごろもＰＭパートナーズ）

☎897-2751（体育施設の利用）

☎090-4471-0581（BBQ予約）

防災行政無線の放送が変わ
ります

　平成30年4月28日(土)より防災行

政無線のチャイム放送が変更になります。

　従来の1日3回 (7時、12時、17時)

のチャイム放送から、1日2回 (12時、

17時)へと変更します。

※防災行政無線子局設備周辺住民

の方々の負担を軽減させることを目的

に、午前7時のチャイム放送を取りや

めます。

※12時、17時のチャイムについては

従来通り運用します。

市民の皆さまのご理解とご協力よろし

くお願いします。

□問 市民防災室　☎892-3151

ご芳志ありがとうございました

 ■ 日商事務機  様　我如古在　3万円
 ■ (株)ダイコー沖縄  様　大山在　32,930円

社会福祉協議会への寄付者

寄付

市民会館ガイド(5月）

催物は主催者の都合により日付・時間・料金等が変

更になる場合がございます。詳しくは主催者までお問

い合わせください。

＜定例おはなし会＞

２階  カルチャーホール

  12日（土）　14：00　おはなしの木の会

１階　おはなしのくに

5日（土）  15：30  としょかんのおにいさん・
おねえさん

  9日（水）  11：00  読み聞かせボランティア

  16日（水）  16：00  読み聞かせサークル
「ムク」

  26日（土）  15：00  読み聞かせボランティア

4月開催分の追加・訂正

訂正  4/28(土)  時間 15：00→11：00

追加  4/21(土)  時間 10：30  館長と児童館長
のおはなし会（読み聞かせとパ
ネルシアター）

＜その他＞

■ こどもの読書週間企画講演会

「読書がもたらす脳の成長と発達心理学」

日時  4/28（土） 14：00～16：00

場所  市民図書館 2階 カルチャーホール

講師  富永 大介 氏

琉球大学名誉教授、放送大学沖縄学習

センター所長、臨床心理士（脳と心）

※参加費無料

　申込要（図書館窓口）・定員60人

■ こどもの日　臨時開館のお知らせ

　5月5日（土）10:00～17:00は臨時開館とし

ます。こどもの日にあわせた上映会も予定して

います。ぜひご来館ください。

※5月7日（月）臨時休館します。

■ 読み聞かせボランティア養成講座のお知らせ

　5/10・17・31・6/7・14の5回にわたって講座

を開講します。詳しくは図書館ホームページや

館内ポスター・チラシをご覧ください。

2018憲法講演会

3日（木）  開演13：00  【入場料】当日券700円
学　生500円
※高校生以下無料

問合せ  沖縄県憲法普及協議会  ☎854-3381

沖縄芝居母の日公演

13日（日）  開演13：00  【入場料】3,000円

問合せ  劇団群星  宮里  ☎090-3013-8291

市民図書館ガイド(5月）☎897-4646

日　時

3(木)

5(土)

5(土)

6(日)

12(土)、13(日)

19(土)

19(土)、20(日)

20(日)

27(日)

会　場

中央広場

体育館

体育館

体育館

体育館

体育館

体育館

イベント名

フリーマーケット

沖縄県卓球大会

中頭地区バレーボール大会

第44回ポニー日本選手権

マーシー保育園  園外保育

集団健診

全沖縄空手道選手権大会

ｱﾄﾑﾎｰﾑｽﾀｼﾞ
ｱﾑ宜野湾

ｱﾄﾑﾎｰﾑｽﾀｼﾞ
ｱﾑ宜野湾

ｱﾄﾑﾎｰﾑｽﾀｼﾞ
ｱﾑ宜野湾

第3回島田杯2018年
ｼ ｬ゙ｲｱﾝﾄｶｯﾌ 沖゚縄県予選

第26回ﾔﾝｸ ﾘ゙ｰｸ 選゙手権
大会沖縄支部予選

沖縄県ダブルス
バドミントン大会

13(日)、26(土)、
27(日)

海浜公園ガイド(5月）☎897-2751

＊主催者の都合により変更やキャンセルになる場合

があります。

詳しくは、主催者にご確認ください。

886-2900

無料法律相談

市民生活課

市民生活課

 

月～金 10：15～17：00

月～金 10：00～17：00

月～金 10：15～17：00

月～金 17：30～翌8：30

土日祝　終日

 

月～金 9：00～17：00

月～金 9：00～16：00

 

水 13：30～16：30

金 13：30～15：30

 

月～金 10：00～16：00

第3木 13：30～16：30

第4火 13：30～15：30

月～金 10：00～16：00

相談日時は

お問合せください

 

月～金 9：30～16：00

月～金 9：00～17：00

 

月～金 9：30～17：00

児童家庭課

896-1215

児童家庭課

生活福祉課

896-2020

0570-090-

110　　　

892-4732

893-8859

893-5588

家庭・児童・女性相談

女性相談（福祉・DVなど）

女性（一般）相談

人材育成交流センター

めぶき

家庭児童相談室

おきなわ子ども虐待

ホットライン

福祉相談

生活の困りごと相談

ふれあい相談室  社協

法律相談（要事前予約、予約状況は事前にお問い合わせください。）

市民相談

市民相談

人権困りごと相談所

不動産無料相談（要予約）

消費生活相談

行政相談

沖縄行政評価事務所

教育相談

青少年サポートセンター

適応指導教室「若葉教室」

職業相談（ふるさとハローワーク）

地域職業相談

相談案内  宜野湾市役所  ☎893-4411
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愛犬の登録と狂犬病予防注射を

受けさせましょう 

愛犬の登録と狂犬病予防注射を

受けさせましょう 　生後９１日以上の犬は、狂犬病予防法に

より、市への登録と毎年１回の狂犬病予防

注射を受けさせることが義務付けられています。また、鑑札と注射済票は必ず犬の首輪に付けて

おかなければなりません。登録と狂犬病予防注射を行い飼い主の責任を果たしましょう。

平成 30年度  狂犬病予防集合注射  日程表

１回目 5月20日（日）

実 施 場 所

中 原 区 公 民 館

愛 知 区 公 民 館

長 田 区 公 民 館

宜 野 湾 区 公 民 館

我 如 古 区 公 民 館

実　施　時　間

午前　　９:１０ ～ １０:１０

１０:３０ ～ １１:３０

午後　　１:００ ～　２:００

２:２０ ～　３:２０

３:４０ ～　４:４０

２回目 5月27日（日）

実 施 場 所

上大謝名区公民館

大 謝 名 区 公 民 館

嘉数ハイツ区公民館

嘉 数 区 公 民 館

真 栄 原 区 公 民 館

実　施　時　間

午前　　９:１０ ～ １０:１０

１０:３０ ～ １１:３０

午後　　１:００ ～　１:３０

１:５０ ～　２:５０

３:１０ ～　４:１０

３回目 6月3日（日）
実 施 場 所

野 嵩 １ 区 公 民 館

野 嵩 ２ 区 公 民 館

野 嵩 ３ 区 公 民 館

普天間１区公民館

普天間２区公民館

普天間３区公民館

新 城 区 公 民 館

実　施　時　間

午前　　９:１０ ～ １０:００

１０:１５ ～ １０:４５

１１:００ ～ １１:３０

午後　　１:００ ～　１:４０

２:００ ～　２:３０

２:５０ ～　３:２０

３:４０ ～　４:４０

４回目 6月10日（日）

実 施 場 所

喜 友 名 区 公 民 館

伊 佐 区 公 民 館

※大山区旧公民館

真 志 喜 区 公 民 館

宇 地 泊 区 公 民 館

実　施　時　間

午前　　９:１０ ～ １０:１０

１０:３０ ～ １１:３０

午後　　１:００ ～　２:００

２:２０ ～　３:２０

３:４０ ～　４:４０

※大山区は旧公民館跡地にて行います。

集合注射でのお願い
１．事故を防ぐため、犬を抑える事ができる方が連れて来てください。（咬

み癖のある犬は必ず「口輪」を装着してください）

２．体調が悪い犬や注射を嫌がる傾向の犬は、動物病院での注射をお願い

します。獣医師に相談してください。

３．犬の糞尿は飼い主が片付けてください。（ビニール袋やちり紙などを

持参してください）

４．注射前後２～３日は激しい運動やシャンプー等は控えるようにしてく

ださい。

５．問診票（ハガキに記載）は事前に記入してください。

※継続接種の場合のみ、新規の場合は会場にて確認ください。

環境対策課からのお願い
・愛犬の「死亡・行方不明・所在変更・譲渡」等がある場合は抹消手続き

または変更手続きが必要ですので環境対策課までご連絡ください。

注射手数料　￥3,200
（※新規登録の方は￥6,200）

登 録 手 数 料

予防注射手数料

注射済票手数料

犬の鑑札再交付

注射済票再交付

¥3 ,000

¥2 ,650

¥550

¥1 ,600

¥340

≪新規登録の手数料内訳≫

≪再交付手数料≫

※金額を確認して、つり銭のないようにご準備ください。

お問い合わせ：環境対策課　環境指導係　℡ ８９３－４４１１（内線 ４５１・４５６・４５７）


